














ハル書簡）のうち、すでに整理済みの豊彦 ･ ハル書簡は 160 通存在する 4。筆者は、
直筆で執筆されたこれらの書簡のテキスト化を進めてきたが、本稿では、これらの
豊彦 ･ ハル書簡の特徴を明らかにし、その意義を検討することで、賀川豊彦 ･ ハ
ル研究への一貢献を目指す。
1　 本稿は、上廣倫理財団研究助成（平成 27 年度）による研究成果の一部である。
　　豊彦 ･ ハル書簡の閲覧にあたっては、賀川豊彦記念松沢資料館副館長 ･ 杉浦秀典氏に大変お世
話になった。また書簡解読にあたっても、杉浦氏をはじめ、東京基督教大学大学院 ･ 山口陽一
教授、共立基督教研究所 ･ 高橋伸幸氏、日本キリスト改革派勝田台教会 ･ 遠山佳枝氏からも多
くのご助言をいただいた。この場をお借りして御礼を申し上げる。
2　 賀川豊彦『賀川豊彦全集』全 24 巻、キリスト新聞社、1962–64 年
3　 三原容子編『賀川ハル史料集』全 3 巻、緑蔭書房、2009 年
4　 松沢資料館整理番号としては 162 通分であるが、うち 2 通は封筒のみであるために、本項での
書簡の対象とはしない。





　豊彦 ･ ハル書簡の送り主と受け取り手の内訳は次のとおりである 5。
豊彦からハルへ 111 通
ハルから豊彦へ   23 通
豊彦から子供等へ 15 通
ハルから子供等へ  2 通
子供等から豊彦へ  4 通




























1920 年代（–昭和 4）以前  7 通
1930 年代（昭和 5–14） 37 通
1940–45 年（昭和 15–20） 12 通
1946–49 年（昭和 21–24）  2 通
1950 年代（昭和 25–34） 61 通
不明  5 通
　1930 年代における豊彦の世界伝道旅行、また第二次世界大戦後の世界伝道旅行
の時期に各地から投函された書簡が多数を占めていることがわかる。逆に、第二次
世界大戦直後の 5 年間には、保存されている書簡は 2 通のみであり、この時期は
豊彦が伝道旅行に赴く機会も少なく、それゆえ書簡も執筆されなかったことがわか






⑴　第二次世界大戦前（1910 年 ［明治 43］ –1935 年［昭和 10］頃）














1915 年（大正 4）11 月 15 日とされているが、この書簡で記す「小冊子」が、警醒
社書店出版の『貧民心理之研究』を指すのであろうか。またこの手紙は、コピーに
よって残されている資料であるが、現物ははがきのようにもみえる。しかし、豊彦
が 1915 年 5 月 27 日はアメリカ滞在中であることから、どのような時期にどのよ
うな経緯でこのはがきがハルに送付されたのか、不明な点は多い。
　1930 年代（昭和 5–14）は、豊彦が精力的に世界各地への伝道旅行に赴いた時期
でもある。1934 年（昭和 9）には 7 通、1935 年（昭和 10）には 8 通、1936 年（昭





行最盛期である 1935 年（昭和 10）、オーストラリアの伝道旅行からの投函である。
6　 [　] 内番号は、松沢資料館ファイル番号。
7　 書簡中における解読不可の文字は、◇として記す。
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れることもあった。次は、東京に滞在する長女 ･ 千代子が 10 歳の頃に、豊島に滞
在する豊彦に向けて送った書簡である。


































⑵　第二次世界大戦中（1936 年［昭和 11］頃–1945 年［昭和 20］）
　1930 年代（～昭和 9）半ばごろから、手紙には、戦争への言及も増える。1936 年（昭
和 11）7 月 27 日のドイツからの手紙では、「この文明でなぜ戦争せねバならぬか
と思ふと悲しくなります」と書き送っている。
　1940 年（昭和 15）、憲兵に捉えられた後、豊彦は香川県 ･ 豊島で過ごすが、東
京に残ったハルに手紙を送っている。
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ハ已むを得ないでせう」（1940 年（昭和 15）10 月 10 日豊彦からハルへ［60］）と、
戦争の影響により、豊彦の事業内容の変更も迫られる苦渋の様子が記されている手
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⑶　第二次世界大戦後（1946 年［昭和 21］–1960 年［昭和 35］）
　戦後は、1950 年（昭和 25）イギリス伝道開始以降の書簡が主である。次は、戦
争の爪痕が残るイギリスからの書簡である。
























































8　 2016 年 9 月 10 日賀川豊彦学会にて聴取。
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紙は、長男 ･ 純基の長男 ･ 邦彦に向けた書簡である。











1950 年（昭和 25）4 月 19 日 9　ハルから豊彦へ ［A300–00044］
　　　Dr.T. Kagawa 
　　　c/o Dr. Thomas Cochrane
9　 松沢資料館整理情報では、1951 年（昭和 26）書簡となっているが、豊彦が 1950 年のイギリス
滞在中の同時期に他の多くの書簡が投函されていること、また教会で総会があったという「4
月 16 日」は 1950 年には日曜日に当たることから、1950 年の書簡であると推測できる。
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　　　The Movement for World Evang.










































1955 年（昭和 30）6 月 28 日　豊彦からハルへ ［125］
　　　c/o Rev. Y. Ogawa






























　豊彦は 1958 年（昭和 33）に晩年の大著『宇宙の目的』を出版するが、国外での
活動が続く中、執筆時間が思うように確保できない焦燥感も吐露される。下記は、
シカゴから投函された書簡である。















10　2016 年 3 月 31 日インタビュー聴取。於：横須賀基督教社会館
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11　例えば、ハルから豊彦への書簡（1917 年 [ 大正 6] 3 月 2 日付）など（三原容子編『賀川ハル史料集』
第 1 巻、2009 年、221–222 頁）。





























る。従来から、妻 ･ ハルの豊彦の同労者としての功績は高く評価されてきたが 12、
12　ハルについては、例えば国内の評価においては、「ハルにも考えや主張があった」（賀川純基）（「家
庭人としての賀川豊彦」（2006 年）（三原容子編『賀川ハル史料集』第 3 巻、緑蔭書房、2009 年、
117 頁）や、ハルの見識は「固有の視点を感じさせもする」（倉橋克人「女性史における賀川豊
彦 7　賀川を支える女性　二　芝、ハルとの出会い」（『福音と世界』新教出版社、1992 年 1 月、
71 頁）、「生涯にわたり、最大の理解者 ･ 協力者となったのは芝ハルという女性、後の賀川ハル
婦人」（加山久夫、阿部志郎 ･ 他『賀川豊彦を知っていますか―人と信仰と思想』教文館、2009 年、
20 頁）、「ハル自身の独自性」（三原容子「資料で見ることができるハルの人となり、そして活動」
（三原容子編『賀川ハル史料集』第 3 巻、緑蔭書房、2009 年、434 頁）、さらに「ハルは豊彦の




























スラム街へと動かした原動力とは」（『雲の柱』28 号、松沢資料館、2014 年、73 頁）等、豊彦
の理解者であったと同時に独自の思想を持つ女性としての指摘がある。
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　　　c/o Rev. J. Henry Carpenter
　　　Cadman Plaza 252 Fulton st.





































































て、1922 年（大正 11）に豊彦とハルが夫妻で台湾を訪れた際に、結婚 9 年目にし
て長男 ･ 純基を授かった状況をも髣髴とさせる一文である。結婚後約 20 年が経過
し、夫妻を結びつける絆は「性」にとどまらず、静かな愛情へと深化していったの
だろうか。











基は結婚して家庭を持ち、長女 ･ 千代子は医師になり、次女 ･ 梅子もまた成長し
大学生として書簡に登場する。
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1950 年（昭和 25）1 月 26 日　豊彦からハルへ ［75］
千代子様が英語の御勉強も結構だが、貧しい人達の為めに医術を生かせば、そ
の方が神様によろこばれます。で、本所の「賛育会」へ午前中でも実習に行く
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